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お客様各位 

   「監視機能付き無線ロガー」 

ＭＤ８０００シリーズ送信器・電池タイプ（アルカリ電池、専用電池） 

電池交換時の取扱いについてのお願い 

株式会社チノー 

山形事業所 CS部 

 

常日頃、当社製品をご愛顧頂き誠にありがとうございます。 

早速ですが、現在MD8000シリーズ送信器の電池タイプ（アルカリ電池、専用電池）の電池交換時の

取扱いにつきまして、以下の運用にてご対応いただきますようようお願い申し上げます。 

 

対象機器：ＭＤ８０□□－□□□／ＭＤ８２□□－□□□ 

 

１．電池交換時のバックアップ機能について 

電池交換の際、本来であれば、バックアップ用コンデンサによりデータの収録が継続する仕様にな

っておりますが、バックアップ用コンデンサは寿命を有しており、環境にもよりますが約３年前後

を想定しております。従いまして長期間のご使用にあたっては、電池を取り外した際にバックアッ

プ機能が働かない場合がございます。 

 

２．上記挙動による現象 

バックアップ機能が働かない状態では、収録状態がリセットされるため、再度収録スタートの操作

が必要になります。お気づきにならない場合、収録されていない状態となり欠測に至ります。ただ

し、それまでのデータは不揮発性メモリに記録しているため、再収録開始までは消える事はありま

せん。 

 

 

左図送信器の赤枠内の「ＲＥＣＯＲＤ」表示が「点

滅」もしくは「消灯」の場合は、収録されていない

状態となります。 

 

＜ＲＥＣＯＲＤ表示状態による機器状態＞ 

点灯中：収録中 

点滅中：収録停止中（収録データあり） 

消灯中：収録停止中（初期状態、中継器として使用） 

収録状態の確認方法  

 

＜収録状態の確認方法＞ 



2016年 7月 

３．電池交換の際のお願い事項 

データが欠測にならないためにも、お手数ですが、電池交換の際は別紙の資料を確認頂き、対応い

ただきますようお願いいたします。 

 

 文書番号：Y2051-70241 

 名称：「MD8000シリーズ 送信器電池交換について」 

    「MD8000シリーズ 送信器収録再開操作について」 

 

次ページをご参照下さい。 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 ・株式会社チノー 山形事業所 CS部 

  電話番号：023-607-2104 

 

 ・株式会社チノー コールセンター（お客様製品相談室） 

  フリーダイヤル：0120-41-2070 

  e-mail：http://www.chino.co.jp/inquiry/index.html 

      「お問い合わせフォーム」をご利用下さい。 
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MD8000 シリーズ 
送信器電池交換について 
 

送信器の電池交換作業を行う上での手順・注意点を記載します。 
 

手順 

USB版、イーサネット版共通の手順となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「START/STOP」キーが押されないように

注意しながら電池蓋を取り外します。

交換用の新品電池を用意します。

送信器の液晶表示を確認し、「Conn」と表示してい
ない状態で電池を外す。

 アルカリ電池の場合は必ず２本外してください。

３０秒以内に新品電池を装着する。

「START/STOP」キーが押されないように
注意しながら電池蓋を取り付けます。

最後に液晶表示を確認し
「RECORD」が点灯状態であることを確認します。

 点滅状態の場合は
資料「送信器収録再開操作につて」を参照ください。
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MD8000 シリーズ 
送信器収録再開操作について 
  

電源断などの何らかの理由により送信器が収録 STOP してしまった場合の収録再開操作についての説明。 

操作手順 
USB版、イーサネット版共通の手順となります。 

収録が停止した時刻まで
のデータは必要か？

アプリメニューの
「操作」�「収録データ収集」から
該当送信器のデータを収集する

送信器のアイコンを右クリックし
「送信器設定」を選択

送信器の設定内容を確認する

「収録状態」を収録に変更し
「設定適用」する

送信器設定の「基本設定」タブ
の項目に「収録状態」があるか

送信器本体の「START/STOP」
キーを長押しして「RECORD」点
滅から点灯となったことを確認する

送信器の収録が再開されます

送信器設定の「基本設定」タブに
あるキーロックを解除し
「設定適用」する

送信器のキーがロック
されているか

「収録状態」が「収録」となったか
確認する

送信器設定を「キャンセル」し
送信器本体の「START/STOP」
以外の３つのボタンを同時長押し

して初期化する

必要

不要

ある ない

ロック状態

ロックしていない

「収録」にならない

「収録」となった

点滅のまま

点灯

 無線通信により受信器から
　送信器に時刻データが送られます
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